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後に脱型し，金こてで仕上げる等の作業が必要となる．   

当ダムでは，洪水吐コンクリート打設の工期短縮を図  

るため，着岩部を除いて平均打設リフト高3．6mの大型木  

製型枠（65kg／m2）を採用した．クレスト部においても打  

設リフト高を2．25mとし，この型枠は工場で曲げ加工し  

た木製合板と縦バタ（60角パイプ）を用いて，現場で組  

立てた．なお，クレスト部の型枠は，3回の転用を行っ  

た．また，コンクリートの品質の向上と施工の効率化を  

図るため，この型枠表面には，気泡あばた発生抑止の気  

泡抜きのマットを貼付けた．気泡抜きのマットには，  

図－2に示すCDマット叫100（（抹）ダイフレックス）  

を採用した．このマットは，フィルター機能を有する平  

織りシートの表面層と比較的租面で通気，通水路を有す  

る特殊な平織りシートの2層から成っている．また，そ  

の特徴は，コンクリート表面強度の増大，脱水・脱気に  

よる表面のあばたの解消，粘着剤付きで貼付けが容易，  

曲面形状を持つコンクリート構造物  

（洪水吐クレスト部）における気泡  

あばた抑止について  
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1．はじめに  

鶉（うずら）ダム建設工事において，洪水吐クレスト  

部のコンクリートを打設するにあたり，コンクリ山卜表  

面に気泡あばたが発生することが懸念された．クレスト  

部は，図－1に示すように，勾配が1：0．7から徐々に緩く  

なるハロルド曲線を持つ越流堰である．また，越流面は，  

キャビテーション等のすりへりによる損傷を受けるおそ  

れがあるため，コンクリート標準示方書ダム編（土木学  

会1では表面仕上げの全体的な不陸を6mmに納めるのが  

良いとしている．   

本文は，気泡あばた発生を抑止する施工方法について  

報告するものである．  

図－1クレスト部断面図  2．工事概要   

Ⅰ二幸名：国営潅漑排水事業厚沢吾闘l地区鵠ダム建設工事  

企業先：北海道開発局函館開発建設部  

施工場所：北海道桧山郡厚沢部町本間内峠下  

請負業者：西松・青木共同企業体  

堤体形式：中央不達水性ゾーン型フィルダム  

堤体積：1，050，000mlう  

洪 水 吐 型 式：側水路式  

洪水吐コンクリート量：40，000m3  

図一2 CDマットー100説明図  

表－1配合表  3．洪水吐クレスト部の型枠について  

通常クレスト部のコンクリート打設は，型枠を木製く  

し型枠またはメタルフォームで作成し，1．5m以下のリフ  

ト高で打設される．気泡あばたは，いずれの型枠で施工  

しても越洗面に発生する．そのため，ある程度硬化した  
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郎mm5cmX5cmピッチ  

写真－1クレスト部打設状況全景  

に，気泡抜きのために合板－－－・杖毎（横使い）に5mm程度  

の穴を5cm間隔で合板上部にあける．その際，コンクリ  

ートの表面の凹凸を防ぐために，気泡抜きのマットには，  

穴をあけないものとした．型枠の形状を図－3に示す．  

（2）打設方法  

①コンクリートは，鉛直部から曲面部に向かって，闇厚  

30cm程度（打設速度0．60m仙）で打込む（図－3参照）．  

②締固めには，≠60mmの高周波棒形振動機2台に加え  

て，曲面部に型枠振動機を便用する．特に，曲面部の柿  

間めは，確実に棒形振動機を先行打設のコンクリートへ  

10cm以上挿入させて締固めを行う．  

苫〕締固め後，表面に浮かび出た水はスポンジ等で取る．  

′吾ヰ丁設中，気泡抜きマットにモルタルが付着した場合は，  

透過性を保持するため，速やかにこれを除去する．  

甘余剰水は，打設高の半分程度を打設した際の休止時と  

打設終了時に，細面部の型枠を木づちでたたいて気泡を  

追い出した後，型枠にあけた穴よりバキュームシュータ  

ー（吸入量5．Om3／min）で吸い取る．   

写真－1にクレスト部の打設状況全景を示す．  

（3）効果  

丑気泡あばたは，越流面に発生しなかった．  

②モルタルの薄膜形成および剥離は発生しなかった．  

「3）打設時間は通常の1．3倍程度であったが，気泡あばたの  

補修手間を考慮すると，施工性は全体的に向上した．  

図－3 クレスト部型枠断面図  

パネルへの穴あけ不要，メンテナンスフリーで転相可能  

などである．   

マットの機能確認は，先ず，図－1に示すクレスト部  

の下部ブロック（勾配1：0．7）のコンクリート打設におい  

て行った．締固めは，≠60mmの高周波棒形振動機2台  

を使用し，型枠を木づちでたたきながら打設した．なお，  

使用したコンクリートは，クレスト部と同様の配合であ  

る．使用配合を表－1に示す．  

4．クレスト部下部コンクリートにおける  

気泡あばたの発生状況と原因  

気泡あばたは，コンクリート打設天端付近に発生して  

おり，その発生面積は，越流面表面積の10％程度の範囲  

に及んだ．また，各層の打継目には厚さ2mm程度のモル  

タルの隈が幅30cm程度で形成され，剥離する現象が見  

られた．この原因としては，以下のことが考えられた．  

庄）斜面郡の型枠であるため，棒形振動磯による締固めが  

不十分となり，天端付近に気泡が集中し，気泡あばたが  

発・生した．  

②打設中モルタルの飛散により，マットが目詰まりを起  

こし，マットの透過性が損なわれた．  

③大型で勾配のある型枠を用いているため，マット中の  

気泡と余剰水の通過距離および時間が長くなった．  

④斜面部であるため，前層と後層の締固め作業が難しく，  

締固め不足で余剰水が型枠内側に溜まったことにより，  

モルタル分がマット表面に薄膜を形成し分離を起こした．   

以上の打設結果から，次に施工されるクレスト部のコ  

ンクリート打設においては，以下の改善点を踏まえて施  

工を行った．  

6．おわりに  

洪水吐は斜面部が多く，また通水箇所のため，耐久性  

が問題になる．気泡あばたのないコンクリートを打設す  

るために，気泡抜きマットを使用する際は，型枠に穴を  

あけ，強制的に気泡と余剰水を排除し，締固めに型枠振  

動機を併用する等の施工上の留意の必要性が実証された．   

今後，洪水吐急流水路部（勾配1：1．5）の打設において，  

クレスト部の実績を踏まえて施二1二する予定である．   

5．改善点と効果   

（1）型枠   

型枠には，マット（CDマットー100）を貼付け，さら   
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